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本稿では，現時点で利用可能なモンゴル語の言語資源，特に，名詞・動詞の語幹のリスト，および，名詞・動詞に接続する語尾のリス

トから，モンゴル語の名詞句・動詞句を生成する手法を提案する．具体的には，名詞・動詞の語幹に語尾が接続する際の音韻論的・形態

論的制約を整備し，語幹・語尾の語形変化の規則を作成する．評価実験の結果においては，� 割以上の場合について，生成された名詞

句・動詞句の中に正しい句候補が含まれるという性能が達成できた．
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"� は じ め に

モンゴル語においては，自立語の語幹に対して格を表す

語尾や動詞の活用を表す語尾・接続助詞等が結合したもの

が句を構成し，ヨーロッパ言語と同様に，空白で区切られ

た句の列により文を構成する．ここで，モンゴル語の形態

素解析の問題について考えると，この問題は，モンゴル語

文中の名詞句や動詞句が与えられて，それらの句を名詞あ

るいは動詞の語幹と語尾とに分解することであると言え

る．この処理を実現するためには，名詞あるいは動詞の語

幹に語尾が接続する際の接続可能性や語変形の規則性を

明らかにする必要がある．また，例えば，他の言語からモ

ンゴル語への機械翻訳などにおいては，名詞あるいは動詞

の語幹および語尾が与えられると，その語幹・語尾の組に

対する語変形や活用の過程を規則化し，名詞句あるいは動

詞句を生成する機構を確立する必要がある．

ところが，現時点で利用可能なモンゴル語の言語資源と

しては，数千語程度の規模の単語について語幹情報が登録

された電子辞書，および，ウェブ上で収集可能な新聞記事

等の電子テキストが存在するにすぎない．また，モンゴル

語に関して，名詞あるいは動詞の語幹と語尾の組から名詞

句あるいは動詞句を生成するための言語知識や規則など

も全く整備されていない．

そこで，本稿では，現時点で利用可能なモンゴル語の

言語資源，特に，名詞・動詞の語幹のリスト，および，名

詞・動詞に接続する語尾のリストから，モンゴル語の名詞

句・動詞句を生成する手法を提案する．具体的には，名

詞・動詞の語幹に語尾が接続する際の音韻論的・形態論的

制約を整備し，語幹・語尾の語形変化の規則を作成する．

評価実験の結果においては，�割以上の場合について，生

成された名詞句・動詞句の中に正しい句候補が含まれると

いう性能が達成できた．

#� モンゴル語の文法

現代モンゴル語で使われる文字はキリル文字である．モ

ンゴル語では，自立語の語幹に対して格を表す語尾や動

詞の活用を表す語尾・接続助詞等が結合したものが句を構

成し，ヨーロッパ言語と同様に，空白で区切られた句の列

により文を構成する．モンゴル語の語順は日本語と同じ

���で，動詞が文末に位置し，その他の句の語順は比較

的自由である．

通常，名詞の語幹には，数を表す語尾，格を表す語尾，

再帰所属を表す語尾がこの順に接続する．名詞に接続する

語尾の分類，および，各分類ごとの語尾の種類数を表 �に

示す．通常，同一の分類に対応する語尾には数種類の可能

性があり，一つの名詞に接続する語尾を決定する際には，

� � �



表 $ 名詞に接続する語尾の一覧

語尾の分類 語尾種類数

属格 %

対格 &

与位格 '

奪格 (

造格 (

共同格 '

再帰所属 (

合計 &%

)$* 名詞語幹

������ )子供*

)&* 名詞語幹 + 複数語尾

�������� )子供達*

)'* 名詞語幹 + 複数語尾 + 格語尾

���������� )子供達へ*

)(* 名詞語幹 + 複数語尾 + 格語尾 + 所属語尾

����������� )自分の子供達へ*

図 $ 名詞の語形変化の例

その複数の可能性の中から，��で述べる母音の接続制約，

および，�� �で述べる語幹・語尾の接続制約を満たす語尾

が選ばれる．そして，�� 	の語形変化規則により，語幹・

語尾が語形変化する．名詞の語幹にこれらの語尾が接続し

た場合の語形変化の例を図 �に示す．

同様に，動詞の語幹に接続する語尾は，命令・願望類，

叙述類，完了・習慣等を表す類，順序関係を表す類，等に

分類される．動詞の活用語尾の分類，および，各分類ごと

の語尾の種類数を表 	 に示す．動詞の場合も，同一の分

類に対応する語尾には数種類の可能性があり，一つの動詞

に接続する語尾を決定する際には，その複数の可能性の中

から，��で述べる母音の接続制約，および，�� �で述べる

語幹・語尾の接続制約を満たす語尾が選ばれる．そして，

�� 	 の語形変化規則により，語幹・語尾が語形変化する．

動詞の語幹にこれらの語尾が接続して動詞が活用する例

を図 	に示す．

$� モンゴル語の母音字の接続制約

モンゴル語においては，名詞・動詞の語幹に語尾が接続

する際に，名詞・動詞の語幹の末尾および語尾において語

形変化・活用が起こる．本節では，この語尾の接続におい

て，名詞・動詞に含まれる母音字と，語尾に含まれる母音

字の間で，どのような接続制約が満たされる必要があるか

について述べる．なお，本節および次節で述べる内容は，

文献 
�� に基づいており，日本語での用語等は文献 
�� に

従っている．

�� � モンゴル語の母音字と子音字

モンゴル語で用いる文字は全 ��文字で，母音字 ��字，

子音字 	字，記号文字 	字から構成される．長母音，二

重母音を含めたモンゴル語の母音の一覧を表 � に，子音

の一覧を表 � に，それぞれ示す．母音字のうち補助母音

表 & 動詞の活用語尾の一覧

活用の分類 語尾種類数

$ $ 人称意思 $ '

& $ 人称意思 & &

' & 人称命令 "

( 命令・願望 & 人称勧告 (

+ & 人称催促 (

, & 人称懇願 &

% $�' 人称願望 (

� $�' 人称懸念 &

- 現在・未来 (

$" 叙述 単純過去 (

$$ 体験過去 (

$& 伝聞過去 &

$' 完了 (

$( 継続 (

$+ 形動詞 予定 $

$, 習慣 (

$% 可能性 (

$� 連合 $

$- 並列 &

&" 分離 (

&$ 条件 �

&& 副動詞 継続 (

&' 限界 (

&( 即刻 (

&+ 随伴 (

&, 付帯 $ &

&% 付帯 & (

合計 �-

)$* 動詞語幹

�� )食べる*

)&* 動詞語幹 + 受動態語尾

����� )食べられる*

)'* 動詞語幹 + 使役態語尾

����� )食べさせる*

)(* 動詞語幹 + 意志の語尾

���� )食べよう*

)+* 動詞語幹 + 単純過去の語尾

���	 )食べた*

),* 動詞語幹 + 完了の語尾

��
����� )食べてしまった*

)%* 動詞語幹 + 従属節 )限界* 語尾

���� )食べるまで*

)�* 動詞語幹 + 受動態語尾 + 単純過去の語尾

������	 )食べられた*

図 & 動詞の活用の例

字 �は，多音字であり子音�母音とみなされる．また，補

表 + モンゴル語の母音と性の関係

男性母音 �� �� �� �� �� �� �

女性母音 �� �� �� �� �

中性母音 �

� 	 �



表 ' モンゴル語の母音
基本母音字 �� �� �� �� �� �� �

補助母音字 $ )子音＋母音と見なされる* �� �� �� �

補助母音字 & )長母音として扱う* �

補助母音字 ' )基本的に単独では使われない* �

長母音 ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��

二重母音 ��� ��� ��� ��� ��

表 ( モンゴル語の子音字

母音を必ず伴う子音字 �� �� �� �� �� 	� �

母音を伴わなくてもよい子音字 �� � 
� �� �� �� �� �� �

特殊子音字 )外来語に使われる* ��  � !� "

表 , モンゴル語の母音字の接続制約

語幹の母音字 語尾の母音

�� �� � �� �� ��

�� � �� �� ��

�� �� �� �� � �� �� ��

� �

�� �� �� �� �� �� � �� �

�� �� �� �� �� � �� ��

表 % 母音字の接続制約の例外. 語幹の末尾の文字と語尾の先頭

字の接続制約

語幹の末尾の文字 語尾の先頭字

�� 
� �� �� �� � ��

助母音字 � に基本母音を一つつけるという形でも使われ

る．補助母音字 	は，単独で長母音として扱われる．補助

母音字 �は，単独で使われることはなく，他の母音ととも

に使われ二重母音を構成する．

また，モンゴル語の母音は，男性・女性・中性の三つの

性を持ち，その内訳は表 � となる．モンゴル語の単語の

性は，強勢が置かれる母音の性によって決まる．

�� � 母音字の接続制約

動詞・名詞の語幹と語尾の接続の際に，双方の母音字の

間で満たされるべき接続制約をまとめると，表 �となる．

この表は，語幹の母音字，および，それに接続可能な語尾

の母音の組の一覧となっている（注�）．なお，ここで接続可

能な母音同士は，表 �で示した性が同一のものとなってい

る．ただし，この場合，中性母音は女性母音として扱う．

また，表 �の母音字の接続制約に対する例外として，名

詞・動詞の語幹の末尾の文字と語尾の先頭字の間におい

ては，表 �に示す接続制約が満たされなければならない．

ここで，表 �に示す接続制約は，名詞・動詞の語幹の末尾

（注�）：�� で述べたように，同一の分類に対応する語尾には数種類の可能

性があり，一つの名詞もしくは動詞に接続する語尾を決定する際には，そ

の複数の可能性の中から，母音の接続制約，および，語幹・語尾の接続制

約を満たす語尾が選ばれる．ここで，同一の分類に対応する語尾の候補同

士が持ち得る母音の可能性は限られており，表 � 中の上半分もしくは下半

分のどちらかの母音の組合せに限定される．したがって，語尾の分類が決

まれば，その際に参照される母音字の接続制約は，表 � 中の上半分もしく

は下半分のどちらかとなる．

の文字が表 � 左側の文字となる場合で，しかも，語尾の

候補として，表 � 右側の文字を先頭字として持つものが

含まれる場合には，必ずその語尾が選ばれなければならな

い，と解釈される．そして，このときには，表 � の母音

の接続制約は必ずも満たされる必要はない．

%� モンゴル語の語幹・語尾の語形変化

通常，同一の分類に対応する語尾には数種類の可能性

があり，一つの名詞あるいは動詞に接続する語尾を決定す

る際には，その複数の可能性の中から，まず，前節で述べ

た母音の接続制約を満たす語尾が選ばれ，さらに，�� �で

述べる語幹・語尾の接続制約を満たす語尾が選ばれる．そ

して，�� 	の語形変化規則により，語幹・語尾が語形変化

する．

�� � 語幹・語尾接続制約

動詞・名詞の語幹の末尾と語尾の接続において満たさ

れるべき接続制約をまとめると，表 �となる．この表は，

語幹の末尾，および，それに接続可能な語尾の組の一覧と

なっている．

�� � 語幹・語尾の語形変化

語幹・語尾の接続における語形変化の規則は，以下の四

種類である．

（ �） 母音字消失の規則 �表 ��

（ 	） 軟音符�が母音字 � に変化する際の規則 �表 ��

（ �） つなぎの母音字の挿入規則 �表 ���

（ �） 母音以外のつなぎの文字の挿入規則 �表 �	�

語幹・語尾の接続における語形変化の際に，語形変化後

の語のアクセントが変化する場合がある．この場合，特

に，アクセントが変化して，母音が発音されなくなること

があり，この発音されなくなった母音字が消失する．その

際の規則性を記述したものが「母音字消失の規則」であ

る．ただし，以下の場合には，必ずしも母音字が消失しな

くてもよい．

（ �） 「母音を必ず伴う子音字」に伴っている母音が消

失する場合

（ 	） �� � の直後の母音字

（ �） �� �� � 以外の子音字の直後の �

（ �） 固有名詞の母音字

（ �） 形動詞予定形の母音字

� � �



表 � 語幹の末尾と語尾の接続制約

語幹の末尾 語尾

� �

�� � � 


母音 �

母音を必ず伴う子音字 + 軟音符/ 母音を伴わなくてもよい子音字

子音字 + 軟音符� �� �

子音字 + 軟音符� ���

母音 �� �� �

表 - 母音字消失の規則

語の末尾 語尾の先頭 語形変化後

)�* � 以外の母音 長母音 語の最後の母音が消失

)��* 母音字 + 子音字 長母音 子音字 + 長母音

)���* 母音字 1+子音字 1 子音字 2 子音字 1+ 母音字 2+ 子音字 2

表 $" 軟音符/が母音字 � に変化する際の規則

語幹の末尾 語尾の先頭 語形変化後

)�* 子音字 + 軟音符� 長母音 )xx* 子音字 +�x

)��* 子音字 + 軟音符� 母音を必ず伴う子音字 子音字 +�+ 母音を必ず伴う子音字

)���* 母音を伴わなくてもよい子音字 1+ 軟音符� 母音を伴わなくてもよい子音字 2 母音を伴わなくてもよい子音字 1+�

+ 母音を伴わなくてもよい子音字 2

)��* 子音字 + 軟音符� � )形動詞予定形活用語尾* 子音字 +��

表 $$ つなぎの母音字の挿入規則

語幹の末尾 語尾 語形変化後

)�* 母音を伴わなくてもよい子音字 子音字 母音を伴わなくてもよい子音字 + 母音字 + 子音字

)��* 母音を必ず伴う子音字 1 母音を必ず伴う子音字 2 母音を必ず伴う子音字 1+ 母音字 + 母音を必ず伴う子音字 2

)���* �� � � �� �+�+ 母音字

表 $& 母音以外のつなぎの文字の挿入規則

語幹の末尾 語尾の先頭 語形変化後

)�* )女性語* 子音字 � 子音字 + 軟音符�+�

)��* )男性語* 子音字 �� � 子音字 + 硬音符#+�� �

)���* 長母音 1 長母音 2 長母音 1+�+長母音 2

)��* 長母音 1 長母音 2 長母音 1+��+ 長母音 2

語幹・語尾の接続における語形変化の際に，軟音符�が

母音字 � に変化することがある．その際の規則性を記述

したものが「軟音符�が母音字 � に変化する際の規則」で

ある．また，語幹・語尾の接続において子音が連続する場

合は，つなぎの母音字を挿入する．その際の規則性を記述

したものが「つなぎの母音字の挿入規則」である．その他

の場合で，語幹・語尾の接続において，母音以外のつなぎ

の文字を挿入する場合もある．その際の規則性を記述した

ものが「母音以外のつなぎの文字の挿入規則」である．

&� モンゴル語句候補生成およびコーパスを
利用した検証

�� � 手 順

現時点で利用可能なモンゴル語の言語資源としては，数

千語程度の規模の単語について語幹情報が登録された電

子辞書，および，ウェブ上で収集可能な新聞記事等の電子

テキストが存在するにすぎない．そこで，本節では，それ

らの言語資源，名詞・動詞に接続する語尾のリスト，およ

び，�� で述べた母音の接続制約，�� で述べた語幹・語尾

の語形変化の規則を用いて，モンゴル語の名詞句・動詞句

を生成する方法について述べる．ここでの句生成手順の概

要は以下のようになる．

（ �） 与えられた名詞もしくは動詞の語幹に対して，格

や活用の分類に応じた語尾の全候補をまず求める．

（ 	） �� で述べた母音の接続制約に基づいて，語尾の

候補を絞り込む．

（ �） �� で述べた語幹・語尾の語形変化の規則を用い

て，名詞・動詞の句候補を生成する．

（ �） モンゴル語コーパスに対して，生成された句候補

の検索を行ない，検索できなかった句候補を削除する．

通常，モンゴル語の名詞の語幹に接続する語尾の種類と

しては，複数語尾，主格 �語尾なし�を含む �格語尾，再

� � �



表 $' 名詞0属格の語形変化の例
語幹 ����	����

��，��，�，���，��，��� )属格の全語尾候補*

語尾候補 −→ ��，��，� )男性名詞に接続可能な語尾候補*

−→ ��，�� )属格固有の接続制約. � は語の末尾が � 以外には接続不可*

)語幹0��*−→ ����	������

語形変化 )語幹0�� * −→ ����	������

)語幹0�� * −→ ����	������ −→ )母音字消失規則 )��** −→ ����	�����

コーパスによる検証 ����	������

表 $( 名詞0与位格の語形変化の例

語幹 ����	����

語尾候補 �， )与位格の全語尾候補*

)語幹0�*−→ ����	�����

)語幹0�*−→ ����	����� −→ )与位格固有のつなぎの子音字 � の挿入* −→
語形変化 ����	������ −→ )つなぎの母音字の挿入規則 )��** −→ ����	�������

)語幹0*−→ ����	����

)語幹0*−→ ����	���� −→ )与位格固有のつなぎの子音字 � の挿入* −→
����	����� −→ )つなぎの母音字の挿入規則 )��** −→ ����	������

コーパスによる検証 ����	�����

表 $+ 動詞の活用「副動詞.並列」の例
語幹 ������

語尾候補 �，
 )副動詞.並列の全語尾候補*

活用 )語幹0�*−→ �������

)語幹0
*−→ ������


コーパスによる検証 �������

表 $, 動詞の活用「命令・願望.$�' 人称懸念」の例

語幹 ������

語尾候補 �����，����� )命令・願望.$�' 人称懸念の全語尾候補*

活用 )語幹0�����*−→ ����������� −→ )母音字消失規則 )�** −→ ����������

)語幹0�����*−→ ����������� −→ )母音字消失規則 )�** −→ ����������

コーパスによる検証 ����������

帰所属語尾がある．このうち，本稿では，複数語尾，主格

を除いた �種類の語尾の分類 �語尾の種類数では 	�種類�

について，句候補生成手順を評価した．一方，動詞の活用

については，	� 種類の活用の分類 �語尾の種類数では ��

種類�について，句候補生成手順を評価した．

また，本稿で用いたモンゴル語コーパスは，ウェブ上

のモンゴル語新聞一年半分のテキストを収集してコーパ

スとしたもの �延べ語数 	� 万，異なり語数 �� 万 � 千，

��������である．

�� � 例

表 ��∼�� に，名詞�属格の語形変化の例，名詞�与位

格の語形変化の例，動詞の活用「副動詞�並列」の例，お

よび，動詞の活用「命令・願望����人称懸念」の例をそれ

ぞれ示す．

表 ��の名詞�属格の語形変化の例においては，「�	
	��

�	
」�教育�という名詞に，「∼の」という意味の属格語尾
が接続した場合の語形変化の様子を示す．まず，属格語尾

の全候補として六種類の語尾が得られるが，このうち，男

性名詞「�	
	���	
」に接続可能な語尾は三種類に絞られ

る．さらに，属格固有の語幹・語尾接続制約により，接続

可能な語尾は二種類に絞られる．この二種類の語尾が語幹

に接続すると，語形変化を伴わず語幹に語尾がそのまま接

続した形の句候補が二種類，および，母音字消失規則 ����

が適用された形の句候補が一種類，合計三種類の句候補が

生成される．そして，コーパスに対してこれらの句候補の

検証を行なった結果，一種類の句候補のみが得られる．

表 �� の名詞�与位格の語形変化の例においては，

「�	
	���	
」�教育�という名詞に，「∼に」という意味の
与位格語尾が接続した場合の語形変化の様子を示す．この

場合，与位格語尾の全候補二種類がそのまま接続した形の

句候補二種類の他に，与位格固有のつなぎの子音字の挿

入，および，つなぎの母音字の挿入が適用され，さらに二

種類の句候補が生成される．そして，コーパスに対してこ

れらの句候補の検証を行なった結果，一種類の句候補のみ

が得られる．

表 ��の動詞の活用「副動詞�並列」の例，および，表 ��

の動詞の活用「命令・願望����人称懸念」の例においては，

「���
��」�消す� という動詞の活用の様子を示す．表 ��

� � �



の場合は，副動詞�並列の全語尾候補二種類がそのまま接

続した形の句候補二種類が生成され，コーパスに対して

これらの句候補の検証を行なった結果，一種類の句候補

のみが得られる．一方，表 �� の場合は，命令・願望����

人称懸念の全語尾候補二種類がそのまま接続した後，母

音字消失規則が適用された形の句候補二種類が生成され，

コーパスに対してこれらの句候補の検証を行なった結果，

一種類の句候補のみが得られる．

'� 実験および評価

名詞・動詞それぞれ 	�単語について，前節で述べた手

順に従って，句候補を生成する実験を行なった．表 ��，お

よび，表 ��に，名詞・動詞それぞれの場合について，語

尾あるいは活用の分類ごとに，語尾種類数，および，生成

された句候補数の平均 �一名詞もしくは一動詞あたり�を

求めた結果を示す．さらに，コーパスに対する検索を行な

う前の段階までで生成された句候補の中に正しい句候補

を含む率，および，その正しい句候補がコーパスから検索

できる率をそれぞれ示す．

評価結果を名詞と動詞の間で比較すると，特に，正しい

句候補を含む率において，動詞の性能がかなり高いこと

が分かる．しかも，句候補数の平均も ��		と小さいため，

コーパスを用いた絞り込みを行なわなくても，一意に近

い活用変化が実現できていることが分かる．ただし，正し

い句候補がコーパスに含まれる率は約半数と低い．特に，

動詞の活用のうち，新聞でもよく用いられる一般的な活

用はよく網羅されているが，特殊な活用が含まれる率が

極端に低い．したがって，現時点で利用可能なコーパスを

用いて，動詞の活用変化を網羅することは容易ではない

と言える．動詞の場合は，活用変化の規則をより精密に

することにより，句候補生成の性能を高めるという戦略が

現実的であると考えられる．一方，名詞については，語形

変化における規則性がまだ十分に分析できていないため，

句候補の網羅性が低くなっている．ただし，正しい句候補

がコーパスに含まれる率は動詞よりは高く，句候補の絞り

込みにおいてコーパスを利用する効果が，ある程度は期待

できると言える．

(� 関 連 研 究

文献 
	�においては，スペイン語およびルーマニア語に

ついて，時制・人称・数の活用変化形の生成規則を人手で

記述しておき，コーパス中で実際に観測される不規則変化

形との間の類似度を計算して，各々の不規則変化形に対し

て，最も近い規則変化形の時制・人称・数を割り当てると

いう方法により，各言語での不規則変化形の形態素解析規

則を獲得している．少数の語形変化規則およびコーパスを

用いて，名詞・動詞の大規模な語形変化規則を獲得すると

いう考え方は，本研究の手法の考え方に近いと言える．

)� お わ り に

本稿では，現時点で利用可能なモンゴル語の言語資源，

特に，名詞・動詞の語幹のリスト，および，名詞・動詞に

接続する語尾のリストから，モンゴル語の名詞句・動詞句

を生成する手法を提案した．具体的には，名詞・動詞の語

幹に語尾が接続する際の音韻論的・形態論的制約を整備

し，語幹・語尾の語形変化の規則を作成した．評価実験の

結果においては，�割以上の場合について，生成された名

詞句・動詞句の中に正しい句候補が含まれるという性能が

達成できた．
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表 $% 名詞の句候補手順の評価

)一名詞あたり*

語尾の分類 語尾種類数 句候補数の平均 正しい句候補を含む率 )#* 正しい句候補がコーパスに含まれる率 )#*

属格 % $�-& %&�" ,(�"

対格 & (�"" �(�" �"�"

与位格 ' $�'& ,��" ,"�"

奪格 ( $�"( %,�" +&�"

造格 ( $�"( ���" ,(�"

共同格 ' $�"( -,�" �(�"

再帰所属 ( $�"( ���" �"�"

合計�平均 &% $�,' �$�% ,-�$

表 $� 動詞の句候補生成手順の評価

)一動詞あたり*

正しい句候補 正しい句候補が

活用の分類 語尾種類数 句候補数の平均 を含む率 )#* コーパスに含まれる率 )#*

$ $ 人称意思 $ ' $�$& $""�" ,"�"

& $ 人称意思 & & $�$& $""�" ��"

' & 人称命令 " $�"" $""�" %&�"

( 命令・願望 & 人称勧告 ( $�$& -&�" ((�"

+ & 人称催促 ( $�$& -&�" &(�"

, & 人称懇願 & $�$& $""�" (�"

% $�' 人称願望 ( $�$& -&�" ',�"

� $�' 人称懸念 & $�$& -&�" (�"

- 現在・未来 ( $�$& ,"�" +,�"

$" 叙述 単純過去 ( $�$& $""�" $""�"

$$ 体験過去 ( $�$& $""�" ���"

$& 伝聞過去 & &�"" $""�" ,��"

$' 完了 ( $�$& $""�" $""�"

$( 継続 ( $�$& -&�" ',�"

$+ 形動詞 予定 $ $�"" $""�" -&�"

$, 習慣 ( $�$& $""�" -,�"

$% 可能性 ( $�$& $""�" +&�"

$� 連合 $ $�"" $""�" -&�"

$- 並列 & &�"� $""�" $""�"

&" 分離 ( $�$& -&�" �"�"

&$ 条件 � &�&( $""�" +,�"

&& 副動詞 継続 ( $�$& $""�" +,�"

&' 限界 ( $�$& $""�" ',�"

&( 即刻 ( $�$& $""�" &(�"

&+ 随伴 ( $�$& $""�" $&�"

&, 付帯 $ & $�$& $""�" $&�"

&% 付帯 & ( $�$& $""�" (�"

合計�平均 �- $�&& -,�% +&�'

� � �


